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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第91期
第１四半期
連結累計期間

第92期
第１四半期
連結累計期間

第91期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 9,505,059 9,692,667 44,345,538

経常利益 (千円) 40,105 199,151 1,474,426

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) △69,413 36,205 818,903

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △121,928 70,830 1,137,607

純資産額 (千円) 10,737,664 11,951,253 11,997,147

総資産額 (千円) 55,065,118 54,248,836 54,019,551

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は１株当たり四半期純損失
金額（△）

(円) △4.90 2.56 57.86

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.3 21.8 22.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第92期第１四半期連結累計期間及び第91

期は潜在株式がないため、また第91期第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失のため記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策への期待感から企業や家計

のマインドが急速に改善し、景気回復への期待が高まっております。しかしながら、企業は設備投資に対

して慎重な姿勢を崩しておらず、雇用・所得環境も低迷していることから、実体経済が好転するまでには

至らず、先行き不透明な状況で推移いたしました。

物流業界ではインターネット通販市場の成長により、宅配貨物取扱個数は増加傾向にあるものの、倉

庫、トラック輸送および港湾運送における扱い量は横這いとなりました。不動産業界では、東京地区のオ

フィスビルにおいて空室率が改善する兆しがみられるものの、平均賃料は低迷しております。新聞印刷業

界では広告掲載量は前年並みとなるも発行部数は減少傾向にあるなど厳しい状況が続いております。

このような経営環境に対応すべく、当社グループは、原点である経営理念の「顧客に対する最高のサー

ビス」、「適正利潤の追求」、「眞に働きがいのある会社」に立ち返り、取組みを行ってまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は9,692百万円（前年同四半期比2.0％増）、営業

利益は278百万円（前年同四半期比182.8％増）、経常利益は199百万円（前年同四半期比396.6％増）、四

半期純利益は36百万円（前年同四半期は四半期純損失69百万円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①物流事業

当事業のうち、倉庫部門につきましては、物流センターにおいて倉庫保管、荷役の取扱量が減少し、売

上高は470百万円（前年同四半期比14.6％減）となりました。港湾フォワーディング部門につきまして

は、港湾作業の取扱量が増加したものの航空貨物量が減少し、売上高は1,601百万円（前年同四半期比

0.8％減）となりました。運輸部門につきましては、トラック輸送の取扱量が増加し、売上高は2,851百

万円（前年同四半期比6.3％増）となりました。３ＰＬ（サードパーティーロジスティクス）部門につ

きましては、物流センターの取扱量が減少し、売上高は335百万円（前年同四半期比4.3％減）となりま

した。この結果、当事業の売上高は5,258百万円（前年同四半期比1.2％増）、セグメント利益は434百万

円(前年同四半期比9.7％増）となりました。
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②不動産事業

当事業につきましては、堅調に推移し、売上高は911百万円（前年同四半期比2.1％増）、セグメント

利益は409百万円（前年同四半期比6.4％増）となりました。

③印刷事業

当事業につきましては、婚礼部門による商品単価の上昇や受注件数の増加により、売上高は3,828百

万円（前年同四半期比3.5％増）、セグメント損失は74百万円（前年同四半期はセグメント損失187百

万円）となりました。

④その他

当事業につきましては、建築工事関連において受注が減少し、売上高は273百万円（前年同四半期比

11.5％減）、セグメント利益は7百万円（前年同四半期比80.8％増）となりました。

　
（2）財政状態の分析

当第1四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ229百万円増加し、54,248百万

円となりました。これは主に、現金及び預金が518百万円、繰延税金資産が118百万円増加し、受取手形及び

売掛金が203百万円、減価償却費等により建物及び構築物が197百万円減少したことによるものでありま

す。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ275百万円増加し、42,297百万円となりました。これは主に、流動

負債のその他に含まれる未払費用が661百万円、社債の発行により社債が623百万円、短期借入金が462百

万円増加し、未払法人税等が372百万円、賞与引当金が275百万円、長期借入金が695百万円減少したことに

よるものであります。

純資産合計は、利益剰余金が77百万円減少し11,951百万円となり、自己資本比率は21.8％となりまし

た。

　
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,720,000

計 48,720,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,180,00014,180,000
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 14,180,00014,180,000― ―

 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 14,180,000 ― 2,189,000 ― 32,991

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 26,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,120,000 14,120 ―

単元未満株式 普通株式 34,000 ― ―

発行済株式総数 　 14,180,000 ― ―

総株主の議決権 　 ― 14,120 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株(議決権９個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が933株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アサガミ株式会社

東京都千代田区丸の内　　３-
１-１

26,000 ― 26,000 0.2

計 ― 26,000 ― 26,000 0.2
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、公認会計士 本橋清彦氏及び公認会計士 萩野うたみ氏による四半期

レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,812,857 4,331,208

受取手形及び売掛金 ※3
 6,233,238

※3
 6,029,461

商品及び製品 62,847 62,254

仕掛品 21,619 51,113

原材料及び貯蔵品 803,731 890,061

繰延税金資産 274,818 393,020

その他 734,773 676,390

貸倒引当金 △15,565 △12,788

流動資産合計 11,928,321 12,420,722

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,175,380 11,977,466

機械装置及び運搬具（純額） 1,638,916 1,516,560

土地 20,295,083 20,295,083

その他（純額） 1,057,714 1,114,315

有形固定資産合計 35,167,094 34,903,425

無形固定資産

のれん 18,333 15,583

借地権 1,118,526 1,118,526

その他 187,771 173,721

無形固定資産合計 1,324,631 1,307,831

投資その他の資産

投資有価証券 2,475,655 2,533,388

長期貸付金 914,780 903,759

繰延税金資産 548,800 520,593

その他 1,719,998 1,719,825

貸倒引当金 △59,731 △60,711

投資その他の資産合計 5,599,503 5,616,856

固定資産合計 42,091,229 41,828,113

資産合計 54,019,551 54,248,836
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,823,680 3,761,146

短期借入金 ※2
 8,443,244

※2
 8,905,750

1年内償還予定の社債 1,093,280 1,213,329

未払法人税等 593,049 220,116

賞与引当金 429,120 153,876

ＰＣＢ廃棄物処理費用引当金 2,000 2,000

その他 1,930,223 2,515,401

流動負債合計 16,314,598 16,771,619

固定負債

社債 1,025,000 1,648,438

長期借入金 ※2
 17,637,604

※2
 16,941,821

繰延税金負債 460 2,563

再評価に係る繰延税金負債 2,962,964 2,962,964

退職給付引当金 1,441,903 1,443,642

役員退職慰労引当金 1,005,789 975,887

長期預り金 1,315,627 1,272,173

その他 318,455 278,472

固定負債合計 25,707,805 25,525,962

負債合計 42,022,403 42,297,582

純資産の部

株主資本

資本金 2,189,000 2,189,000

資本剰余金 32,991 32,991

利益剰余金 4,352,686 4,275,667

自己株式 △9,745 △9,745

株主資本合計 6,564,933 6,487,914

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 510,934 545,708

土地再評価差額金 4,800,124 4,800,124

その他の包括利益累計額合計 5,311,059 5,345,833

少数株主持分 121,155 117,505

純資産合計 11,997,147 11,951,253

負債純資産合計 54,019,551 54,248,836
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 ※1
 9,505,059

※1
 9,692,667

売上原価 ※1
 7,706,242

※1
 7,768,002

売上総利益 1,798,816 1,924,665

販売費及び一般管理費

役員報酬 121,631 121,506

給料手当及び賞与 634,490 616,023

賞与引当金繰入額 63,643 68,428

退職給付費用 49,214 31,220

役員退職慰労引当金繰入額 15,531 12,150

貸倒引当金繰入額 50 1,686

その他 815,963 795,638

販売費及び一般管理費合計 1,700,526 1,646,653

営業利益 98,290 278,011

営業外収益

受取利息 7,150 6,756

受取配当金 34,923 38,353

貸倒引当金戻入額 7,169 3,479

その他 27,427 28,943

営業外収益合計 76,670 77,531

営業外費用

支払利息 127,633 102,892

社債利息 3,434 5,443

社債発行費 － 41,329

その他 3,787 6,725

営業外費用合計 134,855 156,391

経常利益 40,105 199,151

特別利益

固定資産売却益 2,560 15,651

特別利益合計 2,560 15,651

特別損失

固定資産除却損 1,012 2,288

投資有価証券評価損 1,076 －

特別損失合計 2,088 2,288

税金等調整前四半期純利益 40,576 212,515

法人税、住民税及び事業税 249,277 283,763

法人税等調整額 △140,900 △107,304

法人税等合計 108,376 176,458

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△67,799 36,056

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,613 △149

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,413 36,205
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△67,799 36,056

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △54,128 34,774

その他の包括利益合計 △54,128 34,774

四半期包括利益 △121,928 70,830

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △123,541 70,979

少数株主に係る四半期包括利益 1,613 △149
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

　
　

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

㈱オーエーコーポレーション 796,250千円　 788,500千円

　

※２　財務制限条項

（1）当社の長期借入金のうち、1,396,500千円（１年内返済予定分を含む）には、下記のいずれかに抵触

した場合、該当する債務について期限の利益を喪失する財務制限条項が付されております。

①平成25年３月期決算以降の各年度決算期の末日における当社の貸借対照表及び連結貸借対照表に

おいて、純資産の部の合計額を、平成24年3月期決算期の年度決算期の末日における純資産の部の

合計額又は前年度決算期の末日における純資産の部の合計額のいずれか大きいほうの75％以上に

維持すること。

②平成25年3月期決算期以降の各年度決算期の末日における当社の損益計算書及び連結損益計算書

において経常損益の金額を２期連続してマイナスとしないこと。

　
（2）連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱の長期借入金のうち247,500千円(１年内返済予定分

を含む）には、下記のいずれかに抵触した場合、該当する債務について期限の利益を喪失する財務制限

条項が付されております。

①各年度決算期の末日における当社の損益計算書及び連結損益計算書の経常損益の金額をマイナス

としないこと。

②各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセンター㈱の貸借対照表の純資産の部の合計額を平

成21年３月期決算末日または前年度決算末日の純資産の部の合計額のいずれか大きいほうの70％

以上維持すること。

③各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセンター㈱の損益計算書の税引後当期純利益の金額

をマイナスとしないこと。

　

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第１四半期連結会計期間末日が、金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　
　

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 13,282千円　 7,086千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　※１　売上高の季節的変動

前第1四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累

計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

　
一部の子会社の売上高は、通常の営業形態として下期に受注が集中するため、第１四半期連結累計期

間の売上高及び営業費用が下期と比較して著しく少なくなる傾向にあります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及

びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 433,756千円　 397,054千円

のれんの償却額 83,472千円　 2,749千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 113,225 8 平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 113,224 8 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,196,671500,8643,698,5499,396,086108,9729,505,059

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,698 392,405 279 394,383200,639595,022

計 5,198,369893,2703,698,8289,790,469309,61210,100,081

セグメント利益又は損失（△） 395,602384,652△187,841592,413 3,992 596,405

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及び人材派遣事業を含ん

でおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 592,413

「その他」の区分の利益 3,992

セグメント間取引消去 2,188

全社費用(注) △500,304

四半期連結損益計算書の営業利益 98,290

(注)  全社費用は、本社の管理部門に係る費用であります。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30 日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,257,230518,6083,828,2749,604,11288,5559,692,667

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,651 393,206 325 395,183185,362580,545

計 5,258,882911,8143,828,5999,999,296273,91710,273,213

セグメント利益又は損失（△） 434,026409,352△74,253769,125 7,217 776,343

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及びグループ内の業務請

負事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 769,125

「その他」の区分の利益 7,217

セグメント間取引消去 2,335

全社費用(注) △500,666

四半期連結損益計算書の営業利益 278,011

(注)  全社費用は、本社の管理部門に係る費用であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額又は
　１株当たり四半期純損失金額（△）

△4円90銭 2円56銭

  (算定上の基礎) 　 　

  四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) △69,413 36,205

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

  普通株式に係る四半期純利益金額
　又は四半期純損失金額(△）(千円）

△69,413 36,205

  普通株式の期中平均株式数(株) 14,153,230 14,153,067

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第１四半期連結累計期間は潜在株式がないため、ま

た前第１四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

アサガミ株式会社

取締役会  御中

　

　　　　　　　本橋公認会計士事務所
　

　 　 公認会計士    本    橋    清    彦    印

　

　　　　　　　萩野うたみ公認会計士事務所
　

　 　 公認会計士    萩    野    う た み    印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサガミ
株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成25
年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準
に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成25年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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